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	3月3日
	AIを活用した多文化共修授業デザインのための実践型FDワークショップ
	報告者：大年順子（教育推進機構）
	2026年3月3日、兵庫県立大学国際商経学部の金志佳代子先生と龍谷大学経営学部のホワイト・ショーン先生を講師にお迎えし、多文化共修授業およびAIを活用した英語教育・COIL授業の実践的な方法についてご講演いただきました。当日は岡山大学内外から教職員・学生合わせて25名が参加し、講演後には活発な質疑応答と意見交換が行われました。本ワークショップを通して、AIを活用した言語教育および多文化共修授業設計の実践的な可能性について理解を深める貴重な機会となりました。

	AIと多文化共修授業が拓く新しい英語教育
	ワークショップ後のアンケート（回答11名）では、多文化共修授業（国際協働学習・COIL等）の理解について全参加者が「有用」または「非常に有用」と回答。また、AIツールを言語教育に取り入れることへの自信についても9割以上が前向きな回答を示しました。自由記述でも「新しい視点を得た」「授業実践に役立つ」「非常に刺激的だった」といった声が多く寄せられ、本ワークショップがAIと多文化共修を組み合わせた教育実践への関心を高める有意義な機会となったことが示されました。



